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学校保健委員会＆普通救命講習会 

７月２３日(月) 

 

 

 

 

 

学学校保健委員会では，学校薬剤師の先生や

PTA の方々も出席され，検診や新体力テス

トの結果，保健室の利用状況，生徒保健委員

会の活動の様子が報告されました。その後，５

名の消防隊員の指導のもと，部活動生・保護者・職

員が心臓マッサージ，AEDの使用方法について学

びました。 

会の活動の様子が報告されました。その後，５名の消防隊員の指導の

もと，部活動生・保護者・職員が心臓マッサージ，AED の使用方法

について学びました。 

PTAレクレーション大会 

7月２８日(土) 

今年で第１５回を迎えます。PTA関係者だけでなく，後援会の皆さんも多数参加されました。普段は，顔を合

わせることも少ないので，スポーツを通してお互いを知るいい機会になっています。種目はパークゴルフです。

わきわきあいあいとプレーを楽しみました。このゴルフ場は鹿児島国体の公開競技の会場として利用されること

が決まっているそうです。 

牧之原パーク・ゴルフ場 

  

慎重にねらって 

 

 

２学期が始まりました。夏季休業中から準備をしてきた体育祭が８日(土)に開催されます。今年は，自

然災害と言われるほど気温が上昇しています。熱中症にならないように水分を十分に摂取し，適度な休

憩をとってください。３年生は，１６日(日)から就職試験が始まります。夏休み期間に登校し，小論文・

面接の方法などを学びました。「人を見た目で判断してはいけない」という言葉がありますが，面接だけ

はこの言葉は当たりません。面接は見た目です。自分を飾る必要はありませんが，高校生としてふさわ

しい服装・髪型など，そして質問に対する答え方は面接官の方に良い印象を持っていただくことが必要

です。企業の人事担当者は，福山高校生だけを面接するわけではありません。当然，他校の生徒と比較

します。自分に自信がつくまで就職対策を繰り返し繰り返し練習をしてください。合格は，努力した人

だけに与えられる当然の結果です。 

 また，進学希望の生徒は，最後の追い込みです。合格を勝ち取るために努力を当然するでしょうが，基礎学力の定着は入学以降の

学習に大きな差になります。 

 



 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ こうしょう先生のおすすめオススメ格言コーナー ～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ T o p i c s ★  
① ９月  ８日（土）第３４回体育祭 参観をお待ちしています。  
  ② ９月16日（日）就職試験開始 ３年生のみなさん頑張ってください。 

③ ９月２８日（金）１年生夢プラン（総合学習） 体験学習  

朝は必ず来る   尾畠春夫さん（スーパーボランティア） 

「まだまだ復興は進んでいない。一人でも多くの人に手を差し伸べてほしい。」 できることから始めよう 

 

第１週 一瞬で失う 信用 法の無視  

第２週 共に学び 支え合い 心を込めて 歩んでいこう  

第３週 横断歩道 あなたのマナーの 通り道  

第４週 個人情報 漏らすべからず 持ち出さず  

第５週 元気よく あいさつしながら 見極める  

〈福山高校は服務規律の厳正確保と働き方改革に力を入れています〉 

本紙は，福山高等学校公式ホームページまたはブログでカラ

ー版でご覧になれます。 

  福山高校 ホームページ 検 索 

鹿児島市民文化ホールで行われました。本校吹奏楽

部は小アンサンブル部門に出場しました。部員１０名

が，普段の練習の成果が十分に発揮され，昨年度の銅

賞よりひとつランクを上げることができました。 

吹奏楽部は，この他に地域の行事や敬老会などにも出演して

います。秋には第２回定期演奏会を開催します。文化祭と合わ

せて多くの方々のご来場をお待ちしています。 

県吹奏楽コンクール銀賞受賞 ７月２９日(日) 

tuki 

 

 

中学生一日体験入学  ８月３日(金) 

 
霧島市・曽於市・鹿屋市から３５名の

中学３年生が体験入学に参加してくれ

ました。生徒会役員が，学校紹介や校

内の案内をしました。また，高校の授

業の体験をしてもらい 業を体験しました。 

福山高校は皆さんの

入学を待っています。 

 

自分には与えられた道がある。天与の尊い道がある。どんな道かは知らないが，ほかの人には歩めない。 

自分だけしか歩めない。二度と歩めぬかけがえのないこの道。広い時もある。せまい時もある。のぼりもあればくだりもある。

坦々とした時もあれば，かきわけかきわけ汗することもある。 

 この道が果たしてよいのか悪いのか，思案にあまる時もあろう。なぐさめを求めたくなる時もあろう。所詮，この道しかな

いのではないか。 

 あきらめろと言うのではない。いま立っているこの道，いま進んでいるこの道，ともかくこの道を休まず歩むことである。

自分だけしか歩めない大事な道ではないか。自分だけに与えられているかけがえのないこの道ではないか。 

 他人の道に心をうばわれ，思案にくれて立ちすくんでいても，道は少しも開けない。道をひらくためには，まず歩まねばな

らぬ。心を定め懸命に歩まねばならぬ。 

 それがたとえ遠い道のように思えても，休まず歩むその姿からは必ず新たな道がひらけてくる。深い喜びも生まれてくる。 

次の文は，「経営の神様」と言われた松下幸之助氏のことばです。 

自分しか歩めない道を探しましょう 


